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お
雇
い
外
国
人
と
し
て
明
治
時
代
に
来
日
し
、
第
七
高
等
学
校
造
士

館

（現
鹿
児
島
大
）
な
ど
で
近
代
西
洋
獣
医
学
を
教
え
た
ド
イ
ツ
人
学

者
ヨ
ハ
ネ
ス

・
ル
ー
ド
ヴ

ィ
ヒ

・
ヤ
ン
ソ
ン
＝
写
真
＝
の
没
後
１
１
０

年
記
念
式
が
２８
日
、
墓
所
の
鹿
児
島
市
草
牟
田
墓
地
で
あ

っ
た
。
同
日

は
氏
の
命
日
。
大
学
関
係
者
や
親
戚
ら
２０
人
が
功
績
を
た
た
え
、
思
い

を
新
た
に
し
た
。

日
本
の
獣
医
学
発
展
に
尽
力
し
た
ヤ
ン
ソ
ン
を
し
の
ぶ
参
列
者

＝
２８
日
、
鹿
児
島
市
の
草
牟
田
墓
地
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メ
４
プ

鹿
大
な
ど
に
よ
る
と
、
ヤ
ン

ソ
ン
は
ベ
ル
リ
ン
の
陸
軍
獣
医

学
校
の
助
教
授
だ

っ
た
１
８
８

０

（明
治
１３
）
年
に
３１
歳
で
来

日
。
２０
年
以
上
に
わ
た
り
東
京

帝
国
大
学
な
ど
の
教
壇
に
立

っ

た
。
退
職
後
の
１
９
１
０

（明

治
４３
）
年
に
妻

・
谷
山
ハ
ル
の

郷
里
で
あ
る
鹿
児
島
に
移
住
し

七
高
で
教
え
た
。
１４
年
に
６５
歳

で
他
界
し
た
。

式
は
牧
師
の
進
行
で
賛
美
歌

を
歌
い
、
祈
り
を
さ
さ
げ
て
献

花
し
た
。
鹿
大

の

岩
井
久
副

学
長
が
あ
い
さ
つ
。
ヤ
ン
ソ
ン

の
足
跡
を

振
り
返
り
、
今
年

４
月
に
曽
於
市
財
部
に

開
所

し
た
南
九
州
畜
産
獣
医
学
拠
点

（通
称
Ｓ
Ｋ
Ｌ
Ｖ
＝
ス
ク
ラ
ブ
）

に
つ
い
て

「日
本
で
初
め
て
の

施
設
で

あ
り
、
新
た
な
社
会

貢
献

活
動
に
な
る
。
天
国
か

ら
見
守

っ
て
ほ
し
い
」
と
述
べ

た
。志

學
館
大
学
の
原
口
泉
教
授

も
、
獣
医
学
の
礎
を
築
い
た
功

績
を
た
た
え
た
。

ヤ
ン
ソ
ン
の
孫

・
鳥
野
兼
光

さ
ん

（故
人
）
の
妻

ユ
リ
子
さ

ん
（８３
）
＝
鹿
児
島
市
桜
ケ
丘
４

丁
目

＝
は
記
念
式
開
催
に
尽

力
。
「
関
係
者
の
協
力
で
、
集

い
を
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
て

心
よ
り
感
謝
し
て
い
る
。　
一
人

で
も
多
く
の
方
に
ヤ
ン
ソ
ン
の

偉
業
を
知

っ
て
も
ら
え
れ
ば
あ

り
が
た
い
」
と
話
し
た
。

（中
島
裕
二
郎
）
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